
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 今年度、人権週間の取組の一つとして、「ふわふわ言葉の木」の活動を行いました。「ふわふ 

わ言葉の木」の活動とは、友達から言われた心温まる言葉や行動をカードに書き、各学  

級の「ふわふわ言葉の木」に貼っていくものです。今後もふわふわ言葉であふれる牛久

保小学校になってほしいと思います。子どもたちがふわふわ言葉を言っていたら、認め

る言葉掛けをしてくださるとありがたいです。よろしくお願いします。 

○ 毎年、校区クリーン作戦も行っています。学校や地域をきれいに掃除することで、子どもたち  

の思いやりの心や相手の気持ちを考えた行動をする心を育てていきたいと思っています。 

 

 

 

 

記入例 

＜１・２年生では＞ 

○基本的な生活習慣を身に付け、みんなと仲良く生活できる 
○健康や安全に留意し、相手のことを考えて、進んでよいことができる 

＜３・４年生では＞ 

○正しいと判断したことに進んで行動し、辛いことにも耐えて頑張ることができる 
○相手のことを思いやり、互いに理解し、信頼し、助け合うことができる 

＜５・６年生では＞ 

○集団の中の役割を自覚し、周囲と関わりながら責任のある態度で生活できる 

○よりよい学校をつくるため、自覚と責任のある態度で協力し合って生活できる 

 

  

 

＜子どもたちの様子＞ 

・ 廊下に掲示をすると、 

休み時間にじっくり読

んでいる姿が見られま

した。 

・ 「自分の言ったことを 

 書いてくれてうれしい」

と言っている子もいま

した。 

＜カードに書いた内容＞ 

・ 顔の絵を描いていたら、

「うまいね」と言ってくれ

て、自信をもって描けた

よ。ありがとう。 

・ マラソン大会の試走の 

とき、悔しくて泣いていた

ら「大丈夫」と声を掛けて

くれてうれしかったよ。 

思いやりのある温かい心をもち、相手の気持ちを考えた行動をするこ

とができ、友達のよさを認め合える心を育てます 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

ふわふわ言葉の木 


